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科学計量学（scientometrics）

科学における活動を定量的に捉えて分
析する。
◦ 論文タイトルのキーワードに基づく統計分野の研
究動向の分析 （中村、馬場、相澤2009）

◦ 共著関係に基づく研究者ネットワークの変化 (相澤
他2008)

◦ 国内学術雑誌における海外からの投稿パタンの分
析 (孫、柿沼、西澤、根岸2008).

◦ ......

分析はデータ作りからはじまる
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名寄せの歴史

「記録連結」（＝レコードリンケー
ジ）
◦ 1946年： Halbert L. Dunn. Record Linkage. 

Amer. J. of Public Health

◦ 1959年: Newcombe et.al. Automatic Linkage 
of Vital Records. Science.

◦ 分散する個人の記録を、一人一人について
つなぎあわせる

名寄せは計算機が登場する前か
らの課題である
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データクリーニングとしての
名寄せ

誤りのないデータはない

◦ 年金記録

◦ オンラインショッピングデータベース

◦ 顧客名簿

◦ 図書カタログ

◦ 書誌データベース

◦ .....

名寄せとはデータの品質管理
の手法である
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名寄せ技術はやわかり

コンピュータによる名寄せ

◦ 高速に大量のデータを処理できる

◦ 自明でない候補を残す

人手による名寄せ

◦ 柔軟な判断が可能で責任の所在が明らか

◦ 判断基準を明確化する

自動化は人手判定の負荷軽減のために、
人手判定は自動化の性能向上のために
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書誌名寄せ

データベース統合

図書カタログの重複登録チェック

引用索引データベース構築

文献リストを受け取って、オーソ
ライズされたIDをつけて返す処理

40013526
30555002
90244521
80005342
80000315
1100342411
130002359
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研究者の同定

 NIIにおけるプロトタイプシステムの設
計思想

◦ IDの付与からIDの書き換えへ

◦ 文献リストの参照

◦ 整合性チェックの仕組み

◦ 人手判定を前提とした制約条件の記述

唯一無二なのは人であってIDで
はない
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CiNii著者検索


